
～あいち 土木の魅力・未来プロジェクト～
取組状況

産学官連携による将来の人材確保に向けた取組

令和2年11月
「あいち 土木の魅力・未来プロジェクト」事務局



『土木』を巡る現状

○課題

・３Ｋ(きつい・汚い・危険)イメージの払拭

・働き手の減少、高齢化、技術力の継承

・土木を学んだ学生が他分野に就職

・土木分野に就職した若者の離職 など

○対策

・生産性の向上
i-Construction

ICTの活用（BIM/CIM、ICT建設機械 等）等
新技術（工法、材料、データ活用 等）の開発、活用
⇒人材の確保・育成が必要

・働き方改革
週休２日の促進
現場環境の改善（女性も働きやすい職場）

・取組についての広報

など

加えて、将来(未来)の仕事の選択肢として
『土木』を認識してもらう努力が必要 １

出典：国土交通省資料
から一部加工

建設業における離職状況(3年目まで)

出所：厚生労働省「新規高校卒業就職者の産業別離職状況」
「新規大学卒業就職者の産業別離職状況」

出所：総務省「労働力調査」（H30年平均）をもとに国土交通省で推計
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これまでの取組と課題

○これまでの取組（事例）

○課題
・「担い手の確保」への効果が明確でない。

・個別の取組では、注目度にバラツキ、一過性のものとなりがち。

・「伝わる」広報となっているか？

コンクリート
手練り体験

鉄筋の結束体験

２



○目指すべき方向 ＝ 将来（未来）の仕事の選択肢として『土木』を認識してもらう

・各主体の未来の担い手確保に向けた取組の一体感・一貫性を高める

・魅力ある仕事であることを強く印象づける（伝わる）体験となるよう工夫する

⇒ 注目度・認知度が高まる、印象・記憶に残る

『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』を立ち上げ

『土木』には、様々な職種が関係

＜調査、計画、地質、測量、設計、工事、管理、情報、電気、機械、資材・材料 etc＞
＝プロジェクトの推進には、多くの機関・企業・専門家等の参加、協力が必要

『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』の立ち上げ

（参考）道路の整備・管理の流れ(出典：国土交通省資料を一部加工)
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『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』 規約（概要）

１．目的
・本格的な少子高齢化を迎える今後においても社会資本の整備・管理等を着実に
推進するためには、これを担う人材を確保することが必要。

・そのためには、社会資本及び建設産業の分野の仕事の魅力ややりがいが伝わる
広報を産学官が連携して展開することが必要。

・ターゲットとしては、「人材の確保」という目的に鑑み、高校生までの世代とする。

２．取組内容
１）１．目的の趣旨に適うイベント等の企画・実施に関すること

２）１）についてのＰＲに関すること

３）１）２）について、参加機関の連携の促進に関すること

３．取組の名称
取組の統一感を演出し認知度を高めるため、取組の名称を定める

４．取組体制
・取組は、１．及び２．に賛同する産官学の機関の協力、連携により実施する。

・個別の取組において、参加機関以外の者の協力を求めることができる。

５．その他
・このプロジェクトは、１．目的及び２．取組内容を推進するためのものであり、参加
する各機関の取組を縛るものではない。

４

プロジェクトに賛同
頂くことによる
ゆるやかな連携



○取組内容

①統一名称『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』の使用

・取組の記者発表や配付資料等にプロジェクト名を記載

・ロゴ・バナーの作成

②参加機関の取組についての情報の共有・提供

・ポータルサイトの作成

・関連イベント等の情報共有・提供

・ＳＮＳの活用

③取組の効果の把握・分析

・関連イベント共通で実施するアンケートを作成

④取組拡大に向けた働きかけ

『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』 取組状況
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①統一名称『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』の使用

・取組の記者発表や配付資料等にプロジェクト名を記載

『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』 取組状況

※この見学会は、｢あいち 土木の

魅力・未来プロジェクト｣の一環と
して実施するものでもあり、未来
を担う子ども達を中心に建設分
野の仕事の魅力ややりがいが伝
わる広報を展開するものです。

※「あいち土木の魅力・未来プロ
ジェクト」は、産学官が連携して、
今後社会の担い手となる若者に
安全・安心で活力ある豊かな社
会を支える「土木」分野の仕事の
魅力ややりがいが伝わる広報を
展開するものです。

記載例①

記載例②

シンボル
マーク
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①統一名称『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』の使用

・シンボルマーク・バナー・キャラクターの作成

『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』 取組状況

参加機関の関係者を対象に公募
⇒応募作品（１９点）から、参加機関の投票等により選定

＜シンボルマーク・バナー＞ ＜キャラクター＞
（制作：森部 正康 氏） （制作：濱口 僚 氏）

［コンセプト］
「土木が支え、作り上げる愛知県」を
イメージ

［コンセプト］
幅広い世代に注目してもらえるよう、堅苦しい
印象ではなく、興味を持ってもらえるよう親し
みやすいデザイン ７



②参加機関の取組についての情報の共有・提供

・ポータルサイトの作成（令和2年6月1日～公開）

『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』 取組状況

８



②参加機関の取組についての情報の共有・提供

・ポータルサイトの作成

『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』 取組状況

「動画コーナー」を設置

「参加機関向け情報」コーナーを設置

９



③取組の効果の把握・分析

・関連イベント共通で実施するアンケートを作成

『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』 取組状況

＜属性等＞
・年代 ・性別
・職業(土木関係かどうか)
・家族の職業(土木関係かどうか)
・将来なりたい職業
・土木関係のイベントの参加回数
うち、本プロジェクト関係の回数

・イベント等の満足度、
認知したきっかけ

・「土木」関係職種に対する
認識

・本プロジェクトの認知度

１０



令和元年11月11日 「噂の土木応援チーム デミーとマツ」の講演と合わせて趣旨説明

１１

参加者(約180人)で、デミーとマツさん
定番ポーズで記念撮影

『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』の立ち上げ

④取組拡大に向けた働きかけ



○参加機関＜令和2年11月1日現在：31機関(順不同)＞

（業界団体）

・中部建設青年会議愛知県支部 ・公益社団法人土木学会中部支部

・一般社団法人 日本建設機械施工協会中部支部

・一般社団法人 日本道路建設業協会中部支部

・一般社団法人 中部地質調査業協会 ・一般社団法人 中部地域づくり協会

・一般社団法人 全国コンクリート製品協会中部支部

・一般社団法人 愛知県建設業協会 ・一般社団法人 愛知県道路標識・標示業協会

・一般社団法人 土木技術者女性の会 中部支部

（教育機関）

・学校法人電波学園 東海工業専門学校金山校 ・国立大学法人 名古屋工業大学

・国立大学法人 名古屋大学 工学部 環境土木・建築学科 環境土木工学プログラム

・中部大学 工学部 都市建設工学科

（行政・公益企業）

国土交通省中部地方整備局

・庄内川河川事務所 ・豊橋河川事務所 ・設楽ダム工事事務所

・名古屋国道事務所 ・愛知国道事務所 ・名四国道事務所

・矢作ダム管理所 ・中部技術事務所 ・中部道路メンテナンスセンター

・愛知県 ・名古屋市 ・瀬戸市 ・岩倉市 ・幸田町

・独立行政法人 水資源機構中部支社 ・中日本高速道路(株) 名古屋支社

・名古屋高速道路公社

『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』 参加機関
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『土木』に関わる機関の参加を拡大し、
『土木』の魅力を伝え、未来の担い手の確保に向けた取組を展開していく

豊かで安全・安心・活力ある未来のため、
『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』への

参加・協力をお願いします！

○取組内容
①統一名称『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』の使用

・取組の記者発表や配付資料等にプロジェクト名を記載

・ロゴ・バナーの作成

②参加機関の取組についての情報の共有・提供

・ポータルサイトの作成

・関連イベント等の情報共有・提供

・取組の効果の把握・分析（関連イベント共通のアンケート 等）

③取組の効果の把握・分析

・関連イベント共通で実施するアンケートを作成

④取組拡大に向けた働きかけ

『あいち 土木の魅力・未来プロジェクト』 取組状況
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